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泌尿器科領 域の尿路感染症51例 と性器感染症3例 に対 し,HBKを 投与 し,そ の臨床効果お よ

び副作用 について検討 を行な った。投与方法は1回25～100mgを1日2回 筋注 し,投 与期間は原

則 として5日 間 とした。

総合臨床効果は,主 治医判定におい ては,急 性単純性腎孟腎炎3例 では 著効2例,無 効1例 で有

効 率67%,複 雑性尿路感染症48例 では,著 効10例,有 効26例,や や有効2例,無 効10例 で

有効率75%で あ り,前 立腺炎2例,副 睾丸炎1例 の性器感染症3例 の有効 率は100%で あった。

UTI薬 効評価基準に合致 した複雑性尿路感染症45例 の有効率は44%で あ り,病 態群別では第3

群,第4群 は83%,100%と 優れた成績であ ったが,第2群,第6群 では有効率0%で あった。

細菌学的効果では,52株 中32株(62%)が 除菌 されたが,52株 中22株(42%)はP.aeru-

ginosaで あ り,こ の除菌率が55%で,他 の グラム陰性桿菌 の除菌率は π%で あった。投与後出

現菌 は,真 菌類2株 を含む13株 が認 められた。

自他覚的副作用お よび血液生化学的異常は全 く認めなかった。

HBKは 微生物化学研究所で新た に合成 され,明 治製

菓株式会社に より開発 されたア ミノ配糖体系抗生 物質で

ある。

HBKは グラム陽性菌,グ ラム陰性菌に広 く抗菌作用

を示 し,そ の抗菌作用 は殺菌的で,特 にブ ドウ球菌には

優れた 抗 菌 力 を 有す る。 ア ミノ配槍 体抗生物質不活化

酵素,APH(3'),AAD(4')の 他,AAD(2")に よって

も不活化を受けず,ま たAAC(6'-W)に も親和性が弱



VOL.34 S-1 CHEMOTHERAPY 377



378 CHEMOTHERAPY MAR. 1986



VOL.34 S-1 CHEMOTHERAPY 379



380 CHEMOTHERAPY MAR,1986



VOL.34 S-1 CHEMOTHERAPY 381



382 CHEMOTHERAPY MAR. 1986



VOL.34 S-1 CHEMOTHERAPY
383



384 CHEMOTHERAPY MAR. 1986

く,GM,TOB,DKB,AMKな どの耐性菌の一 部に も

強 い抗菌力を示す。

本剤 は筋注に よ り高い血 中濃度が得 られ 、(100mg筋

注で約6μg/m1)各 組織への移行 も良 く,10bmg筋 注で

6時 間までに尿中に約64%が 回収 され る。

今回,わ れわれは本剤の提 供を受け,泌 尿器科領域に

おけ る臨床 的検討を行ない,若 干の知見を得たので報告

す る。

I.対 象 と 方 法

1980年10月 より 工983年5月 までに東京大学医学部

泌尿器科お よびその関連病院泌尿器科に入院 した患者お

よび 外来受診 した 息 者 を対 象 とした。投与症例は 年令

18歳 ～88歳 の男48例,女6例 の計54例 で,そ の内

訳 は,急 性単純性腎孟腎炎3例,慢 性 および急性複雑性

腎孟腎炎22例,慢 性複雑性膀胱炎26例,前 立腺炎2

例,副 睾丸炎1例 であった。投 与 経 路 は 全て筋注であ

り,1回 投与重 は25mg(1例)50mg(14例)75mg

(36例)100mg(3例)で,1日2回,原 則 として5日

間投与 した。最大投与重は1000mgで あった。

効果判定はUTI薬 効評価 基準1)と,臨 床症状などの

改善 の有 無を加味 した主 治 医 判 定 の双方に より行なっ

た。

Table 2 Overall clinical efficacy of HBK classified by type of infection in complicated U.T.I.

Table 3 Overal clinical efficacy of HBK in complicated U.T.I.
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Table 4 Bacteriological response to HBK in complicated U.T.I.

s Persisted : regardless of bacterial count

Table 5 Strains. appearing after HBK
treatmtnt in complicated U.T.I.

*:regardless regardless of bacterial count

副作用の検討は54例 について行 ない,投 与開始か ら

終了までの自他覚的副作用の有無を観察 し,血 液検査 の

可能であった症例については血液一般,肝 機能,腎 機能

の推移を検討 した。

II.成 績

複雑性尿路感染症48例,急 性単純性腎盂腎炎3例,

副睾丸炎1例,前 立 腺 炎2例 の計54例 の 臨床成績 を

Tabldお よび1'に 示 した。急性単純 性腎盂腎炎3例 で

は著効2例,無 効1例 で有効 率67%で あった。副 睾丸

の1例 は著効,前 立腺炎の2例 は著効1例,有 効1例 で

有効率100%で あった。複雑性尿路感染症46例 の内訳

は慢性歯 よび急性複雑性腎盂腎炎22例,慢 性複雑 性膀

胱 炎26例 であ る。 基礎疾患 としては,前 立腺肥大症17

例,膀 胱腫瘍8例,尿 道お よび尿管狭窄7例,前 立腺癌

6例,腎 結石4例,神 経因性膀胱4例 な どが主な もので

あった。UTI薬 効 評 価 基 準 に合致 しなかった 症例を

除 き,UTI薬 効評価基準の 病態群別に従 って分類 し,

総合臨床効果 をま とめた ものがTable2で あ る。単独感

染 は38例 であ り,そ の内訳 はカテーテル留置症例(第

1群)が22例,前 立腺術後感染症(第2群)が4例,

上部尿路感染症(第3群)が6例,下 部尿路感染症(第

4群)が6例 であった。混合感染は7例 で,カ テーテル

留置症例(第5群)が5例,非 留置症例(第6群)が2

例 であ った。単独感染群では著効10例,有 効8例,無

効20例 で有効 率47%で あ った。第1群 と第2群 の有

効率が27%と 低 く,第3群 と第4群 の有効率は92%

と大変優れていた。混合感染群 では有効2例,無 効5例

で有効率は29%で あ り,全 体では著効10例,有 効10

例,無 効25例 で総合有効率は44%で あった。次 にこ

の45例 の本剤 の膿尿 と細菌尿に関す る効果について検

討 した成績がTable3で ある。膿尿についてみ ると,正

常化 した ものが11例(24%),改 善 した も め が7例

(16%),不 変 の ものが27例(60%)で,不 変の ものが

半数以上存在 した。細菌尿については陰性化 した ものが

18例(40%),菌 交代 した ものが9例(20%),不 変の も

のが18例(40%)で あった。

起炎菌 の菌種 別に細菌学的効果を検討 した のがTable

4で あ る。52株 が分離 されてい るが,22株(42%)は

P.aeruginosaで あ り,他にE.faecalis,E.coli,E.cloacae

S.aureus S.marcescens,P.mirabilisな どが主 な菌種で

あった。全体では52株 中32株(62%)が 除菌 され比
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較的良い成績であったが,E.faecalisは5株 中3株 が,

S.marcescensば3株 中2株 が 存 続 した。P.aeruginosa

は22株 中10株 も存続 し,こ の3菌 種に対 する除菌率

の悪さが 全体の成 績 を悪 くしていた。投 与後 出現菌 は

Table 5に 示す ようにP.maltophilia 3株,S.marces-

cens 3株,Flavobacterium 2株 を中心に真菌 ・酵母2

株を含む計13株 が認め られた。

効果判定不能例をも含めた54例 について副作用を検

討した。 自他覚的副作用お よび本剤 と関係が あると思わ

れた臨床検査値 の異常は全 く認めなかった。

III.考 案

HBKは グラム陽性菌,グ ラム陰 性菌 に広 く抗菌作用

を有 し,そ の作用は 殺 菌 的 で 特に ブ ドウ球菌にに優れ

た抗菌力を有する2,3)。またAFH(3'),,AAD(4'),AAD

(2')な どのア ミノ配糖体抗生物質不活 化 酵 素 に よって

不活化されず,AAC(6LIV)に も親和 性が弱い とい う特

俵を持つ。本剤は100mg筋 注で6μg/ml程 度の血 中濃

度が得られ,6時 間までに尿中に約64%が 回収 され,

代謝物は認め られない%腎 毒性 はDKBと 同等かやや

弱い成績であ り,聴 器毒性,神 経筋遮断作用 も比較的弱

く,一 般毒性でも特に問題 となる所見は認め られていな

い3)。

今回のわれわれ の臨床検討 では,複 雑性尿路感染症で

UTI薬 効評価基準に合致 した45例 の有効率は44%で

あったが,本 剤が ア ミノ配糖体であ るこ と,in vitroで

の抗菌力が良いことな どより,難 治性感染症に多用 され

たためと思われた。UTI薬 効評価 基準 の 病態群別でみ

ても,カ テーテル留置症例が27例(60%)も あ り,こ

の有効率は33%で あった。 また 細菌学的効果をみて も

起炎菌の42%はP.aeruginosaで あ り,こ の除菌率は

55%に すぎなか った。以上 より,難 治性疾患 に多用 され

たことが判 る。投与量別に みた 有効率 では1日200mg

投与群(3例)は33%,1日1501ng投 与群(30例)は

47%,1日100mg投 与群(11例)は45%と 差は認め

られ
,なかったが,毒 性が少な く,ま た主槍医に よる臨床

症状を加味した判定では有効 率75%で あ り,投 与量を

増量す ることに より,よ り有 効率を上昇 させ うるものと

思われた。

Table 7に 網菌 学的効果 とMIC(最 小発青阻止濃度)

の関係を示 した。6,25μg/ml以 下 のMIC値 を示す場合

は除菌率80%で あったが,血 中濃度がMIC値 を越 え

ない12,5μg/ml以 上の場合は除菌率は24%で あった。

これはP.aeruginosaに おいても,ほ ぼ 同 様 であ り,

6.25μg/ml以 下では除菌 率67%,12.5μg/ml以 上では

除菌率13%で あった。

新薬 シンポ ジウム81で の複雑性尿路感染症の有効率 は

群別 にみて も25-79%に あ り,そ の総合有効率は49%

であ り,わ れわれ の成績 よ りやや優れていた。 本剤 の抗

菌 力の強 さと抗菌 スペ ク トラ ムの広 さが,臨 床成績 に反

映 していないが,こ れは ア ミノ配糖体系であ ることから

難治性感染症に多用 されなため と思われた。

副 作用 に関 しては,お れわれは54例 中1例 に も認 め

られなからたが,新 薬 シンポ ジウムでも1%と い う非常

に 少ない発現率であ った。本剤に よる と思われ る臨床検

査値異常 も認めなか ったが,新 薬 シンポジ ウムでは トラ

ンスア ミナーゼの上 昇 やBUN,Creatinineの 上昇が

認め られてお り,腎 機能,肝 機能の変動には一応留意す

べ ぎであ ると思われた。

本剤は強い抗菌力,幅 広い抗菌 スペ ク トラムを有 して

いるが,今 回の臨床検討では臨床効果はやや成績が悪か

った。難治性感染症 に多用 され たため と思われるが.毒

性 の低い薬剤であるので,増 量 して使用すれば,難 治性

感染症に対 して も,有 用な薬剤になると思われ る。
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HBK, a new aminoglycoside, was used in the treatment of urological infections, and its thera-

peuitic efficacy and safety were evaluated.
Forty-eight patieits With complicated urinary tract infections (UTI) were treated with HBK.

The overall clinical efficacy by doctor's evaluation was excellint in 10, good in 26, fair in 2 and poor
in 10, an eficacy rate of 75%.

The clinical efficacy in three patients with acute simple pyelonephritis and three patients with

genital infections (prostatitis in 2 and epididymitis in 1) was 66.7% and 100%, respectively.
The clinical effect on 45 complicated UTI, was investigated in accordance with the 2 nd Edition of

Critria for Clinical Evaluation of Antimicrobial Agent on Urinasy Tract Infections and was found
to be excellent in 10 cases, moderate in 10 and poor in 25.

During the treatment, no side effects were noted and no abnormal laboratory findings were
observed.


